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　　　　　　　　ロシアとウクライナの戦争
　　　　　　　ですが、まだまだ収まりそう
　　　　　　　にありません。原子力発電所
　　　　　　　を攻撃したり、一歩間違うと
　　　　　　　核戦争までいってしまうので
はという不安もあります。早く平和な世の中
に戻って欲しいものです。
　新型コロナも三村知事が蔓延防止重点措置
を21日までで解除するという方向だそうです。
ただ八戸市内ではまだまだ感染者が減ってき
ている感じがしません。もうちょっとおとな
しくしていなければならないのかなと思いま
す。来月も八戸東クラブとの合同夜例会、当
クラブのお花見例会の予定をしておりました
が、開催可能かどうかをこの後の理事会で
検討して、皆さんにご報告させていただき
ます。

〇感染状況が予断を許さない状況ですが、恐
らく皆様方には₃回目の接種券が配られてい

　　　　　　　ると思います。わたしも職域
　　　　　　　接種会場で会員の方にお会い
　　　　　　　しました。
　　　　　　　〇理事会で来月以降の例会の
　　　　　　　開催形式、全員出席に参加す
るための要件などを議論します。

　　　　　　　親睦・会場委員会
今　彰夫委員

　　　　　　　○ニコニコボックスの報告
　　　　　　　◦誕生祝　紺野　広さん
　　　　　　　◦奥様誕生祝　村上壽治さん
荒谷達也さん　本日、卓話をさせていただき
　　　　　　　ます。宜しくお願いいたします。
平戸昭彦　　�荒谷さん、卓話楽しみにして
　　　　　　�
広瀬知明さん�います。
橋本八右衛門さん　おがみ神社、おかげ様で
　　　　　　　　　工事スタートです。
小林幹夫さん　確定申告終わりました。
廣田　茂・小井田和哉・赤澤栄治　�ニコニコ
　　　　　　　　　　　　　　　　�
山田慶次・川村幸雄・永澤　信さん�　　デー
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　　　　　　　　きょうは新聞広告の話をさ
　　　　　　　せていただこうと思います。　
　　　　　　　　　　　　　「新聞広告は時代を映す鏡」
　　　　　　　というタイトルでお話ししま
　　　　　　　す。実はタイトルそのものも
パクリです。もともと「広告は時代を映す
鏡」と古くから言われています。ただわたし
の場合は新聞広告しか知らないものでから、
タイトルを「新聞広告は時代を映す鏡」とさ
せていただきました。そんな大した話ではな
いのですが、時代と共にどんなふうに新聞広
告が移り変わってきたかというようなことを、
ああいう時代もあったなということを皆さん
と共有しながらご覧いただければと思います。
　新聞広告の話に行く前に、前段として日本
の広告全体がどうなっているかをちょっとご
覧いただきたいと思います。わたしが入社し
た辺りから、もうすでに日本の広告業界の全
体の予算は₇兆円産業だといわれていました。
小さな好況不況はあったとはいうものの、だ
いたい右肩上がりでずっときていました。
2008年の時期はだいたい₇兆円近い。その前
年の2007年には₇兆円に届いていますが、オ
リンピックやサッカーワールドカップがあっ
て、かなり臨時的なものが多かったので、全
体として2008年に１回₇兆円に近いところま
でいっています。その時の分布は新聞広告、
雑誌、ラジオ、テレビ、インターネット、
SPで₇兆円近いところでした。
　2008年に何が起きたかというと、₉月に
リーマンショックがありましたので、2009年
はガクンと下がって₅兆円台まで一気に下が
りました。そこからまた持ち直していき、
2019年にまたかなり₇兆円近いところまでき
ています。その時の分布をみると一目瞭然で
すが、2008年時点ではインターネットの市場
はほんのわずかしかありませんでした。それ
が大きく変わりました。2019年の時点ではイ
ンターネットの割合が変わりました。₇兆円
近いところだったので、2020年にはインター

ネットも伸びていたので₇兆円にいくだろう
と思われていましたが、ご承知のとおりコロ
ナでまたガクンと下がり、₆兆2,000億円く
らいまで下がりました。
　この間１月に電通から発表になった2021年
度の数字をみると₆兆8,000億円くらいまで
戻っています。ただ去年の数字の最も象徴的
なのは、マスコミ₄媒体といわれる新聞、雑
誌、ラジオ、テレビを合わせた額よりイン
ターネット単体のほうが額が大きくなったと
いうのが、去年の一番の大きいエピソードに
なりました。₄媒体合わせて₂兆₄,000億円
くらいですが、インターネットは単体で₂兆
7,000億円くらいいっています。
　恐らくこの傾向がずっと続いて、今年の数
字が出る来年には間違いなくまた₇兆円には
届いてくるだろうと思いますが、何せ今はウ
クライナの問題が起きていますので、これで
またどうなるのかわからないという状況に
なっています。取り敢えず₇兆円産業だとい
うことを覚えておいてください。また10年前
と比べてインターネットが拡大に広告市場で
も普及したということが挙げられます。
　インターネットは皆様もお使いになってい
ると思います。情報を発信するにも、取るに
もたいへん簡便で便利です。たいへん簡単で
便利なだけにたいへん問題も多いということ
が言われています。特にフェイクニュース。
嘘やデマほど拡散が早いといわれています。
どうしてもメディアとしてきちんと成立して
いないというところが、まだまだ未発達な分
野です。
　わたし共のような新聞社の人間にとっても、
これは頭の痛いところです。インターネット
上ではちゃんとした報道機関のニュースもい
わゆるフェイクニュースみたいなものも一緒
に扱われてしまうという傾向があって、そう
いうものにも広告はくっついていってしまう
ので、デマや嘘というものにお金がついて回
る、ということが今一つの問題になっていま

「新聞広告は時代を映す鏡」

東奥日報社八戸支社　執行役員八戸支社長　荒　谷　達　也さん
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す。日本新聞協会でもそういったことにどう
対処したらいいか、専門部会を作って検討し
ているところです。だいたい日本の現状をご
説明しました。
　新聞広告の特徴は大きく₃つあります。①
記録性と保存性が高い。②詳報性、③ブラン
ド力を高めるのには新聞がいい。このような
₃つの特徴があります。
①記録性と保存性が高い：企業、団体は周年
　のときに新聞広告を出されることが多いで
　す。県内の建設会社50周年のときの記念の
　全面広告です。社員の名刺を図案化したも
　のをアイキャッチに使っています。わたし
　共の新聞でも130年以上歴史がありますの
　で、広告を掲載していただくとずっとそれ
　がほぼ、うちの新聞が無くなっても記録と
　しては国会図書館に行けば見れる。新聞広
　告に出すと記録性は間違いない、半永久的
　だということが言われています。
②詳報性：これは業法などで、よく保険の約
　款もずらっと文字が並べてありますが、業
　法などではとにかく広告の表示に義務付け
　られていることがあります。これがテレビ
　のスポットなどの短い時間では伝えきれな
　い。これはやはりプリントメディアが適し
　ているといわれています。新聞広告の場合
　は全面を使って細かい文字も入れて、言い
　たいことがぜんぶ伝えられるというところ
　が特徴だと言われています。
③ブランド力をあげる：いまだにメディアの
　中で一番信頼されていると言われているの
　は新聞です。そこに広告を掲載するという
　ことは差別化にもつながり、自分たちの企
　業価値や商品価値を高めるのにいい。バカ
　ラというクリスタルガラスのメーカーがあ
　りますが、このメーカーは新聞しか使いま
　せん。雑誌もあまり出されていない。新聞
　をとにかく使って、新聞を読んでいただけ
　るような方。特に海外の場合は新聞を読め
　る方はかなりのestablishmentな方々なの
　で、そういうところに広告を出して自分た
　ちの商品価値をあげていこうという戦略の
　ようです。

　これから“時代を映す鏡”の話になります。
話の起点を1985年とします。なぜ1985年なの
か。わたしが入社した年、昭和60年です。あ
とで振り返ると、けっこうこの年に起こった
ことはその後の日本の行く末を左右すること
が多く、そういう意味で1985年はわりとエ
ポックな年ではないかと思います。
　わたしが入社した日、1985年₄月１日の朝
刊。全国の地方紙に全部載った広告です。電
電公社が民営化されてNTTになったスター
トの日です。皆さんは三公社五現業を学校で
習われたと思います。三公社は日本国有鉄道、
日本専売公社、日本電信電話公社です。その
うちの電電公社がNTTに民営化された日で
す。この翌年₂月に株が一般に発売され、確
か最初の初値が118万円だったと思います。
それに買いが殺到して成立しなくて、結局翌
日160万円で成立したことを覚えています。
皆さんの中にも株をもっていた方がいらっ
しゃるかと思いますが、最高は確か１株318
万円くらいまでいった記憶があります。です
から電電公社の民営化は大きかっただろうと
思います。
　1985年₉月にプラザ合意があり、アメリカ
の貿易赤字をみんなで救ってあげましょうと
G₅で為替の協調介入が決まって円高に振れ
ていくわけです。その頃に発売された栄養ド
リンクがあります。24時間戦えますか？日
本がイケイケドンドン。景気は良くなる、
ニューヨークのタイムススクエアを買った
など、Japan As No.１という本がバカ売れ
し、日本が向かうところ敵なし。ダークスー
ツを着てアタッシュケースを持ったビジネス
マンが世界各国いろんなところに行って、日
本製品を売りまくる。そういう時にこのビタ
ミンドリンクを飲んで24時間頑張ってくださ
い。今ならコンプラ上まずいですよね。24時
間戦えますかなど、働き方改革からいったら
全然今の時代にあいませんが、当時はそうい
う時代でした。
　考えてみるとどんどん時代がどうなってい
るか。この頃からいろんなものがバブルに向
かって走り出したということです。世の中は



バブルに向かって突き進んだ。この頃、すご
かったです。景気のバロメータといわれる求
人広告は、うちの新聞の見開きがぜんぶ求人
広告です。たぶん60社くらい見開きに入って
います。とにかくすごかったです。
　メーカーの人事担当の方が求人広告を出す
といって、わたし共の広告局に来ていただき
ますが、当時１か月に１回くらい来られて、
人手が足りないので県内の職安を回るわけで
す。そのためにわたし共の会社に来て毎月の
ように職安の日程など原稿を差し替えるわけ
です。ところがライバル企業が支度金という
一時金をどんどん釣り上げるものですから、
その人事担当の方もだんだん本社に電話をし
て、〇〇がいくら出している。わたし共もそ
れくらい出さないと人が取れない。この頃は
毎週のように求人広告に入る支度金がどんど
ん上がりました。これがバブルの象徴だった
と思います。
　この頃は投書欄の明鏡欄に津軽のりんご農
家のおばあちゃんから投書があり、うちの孫
がぜんぜんリンゴの栽培を手伝わないで、半
年東京に行って働いてくるとあとは五所川原
のパチンコ屋に行って遊んでいて、半年も仕
事をしていない。という嘆きの投書が来たり
していました。そのくらい季節従業員は貴重
に扱われていたと思います。だから相当この
頃は季節従業員、出稼ぎの方々は稼いだと思
います。本当にバブルの象徴です。
　この頃の高級車は、日産の高級車はシーマ。
これはシーマ現象と言われてこういう高級車
がバンバン売れました。確かクラウンが月間
販売台数でカローラを抜いたのもこの頃です。
びっくりします。カローラよりクラウンのほ
うが売れる時代があったということです。
シーマも本当に売れた日産の高級車です。こ
の頃わたしは東京支社に赴任しましたが、新
橋でタクシーがつかまらない。１万円のチッ
プが平気で出る。ディスコができて、若い
カップルの人はクリスマスイブは赤坂プリン
スの部屋を取って、１年前から予約していた。
高いホテルで過ごした。まさに本当にバブル
でした。

　ところがこんなことはそうそう長く続かな
いわけで、バブルはやがて弾けます。われわ
れの広告業界もひじょうにダメージを受けま
した。このとき窮地を救ってくれたのがＩＴ
革命でした。これも電電公社の民営化じゃな
いですが、つながっていきます。皆さんもご
承知の通り、この頃から携帯電話が普及し始
めました。第二電電系などもあり、価格競争
バンバンあり、この頃はＰＨＳなどもあり、
携帯市場がバンバン活性化したのでわれわれ
の新聞広告業界もかなりこれで潤いました。
これで救っていただきました。ａuもさまざ
まな機種を出し一気に市場を獲得しました。
　もう一つ象徴的なのは、この頃からイン
ターネットが普及し始めました。まだまだ草
創期ですが、この頃からプロバイダというイ
ンターネットにつなげる業者さんが新しいビ
ジネスモデルとしてできました。回線もどん
どん光回線になったので通信容量も増え、イ
ンターネットの世界も急激に便利になってい
きました。この頃、IT革命によってわれわ
れはすごく潤いました。
　ところがリーマンショックがあって、2011
年には東日本大震災もあって、デフレのスパ
イラスがあって、ここから長く低迷の時期を
迎えるわけです。これは日本経済全体がそう
なっていました。そうなってくると昔、赤プ
リで遊んでいたカップルやクラブで遊んでい
た女の子は全然いなくなって、新橋のタク
シーも溢れて、全然経済が回っていかなく
なった。
　その頃どういうことが起きたかというと、
前はイケイケドンドンだったビタミンドリン
クのメーカーの広告のやり方が変わった。前
はイケイケドンドン、24時間戦えますかだっ
たビタミンドリンクの広告が疲れてますか？
という呼びかけに変わった。疲れているで
しょう、皆さん。景気も全然良くならないし、
そういう時にはこれを飲んでください。これ
は同じ商品でも広告の手法がこれくらい変
わったといういい例です。
　この頃の若い人たちはすでにバブルの頃の
面影など何もなく、必要なものが必要な価値
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さえあればいい、ということで皆さんユニク
ロに猛然と走るわけです。これがユニクロ現
象と言われた、必要なものを必要な時に必要
なだけの価値のものであればいい。バブルの
頃みたいにブランドのものなどは誰も見向き
もしなくなって、安くていいものに変わって
いった。
　こういう時代を反映して、最近の若い人は
車も持たないという時代になりました。わた
しが入社したときは、給料をもらったら何を
したかというと中古車を買うか、という勢い
でしたが、今の方は車さえもほとんど興味が
ないという時代になりました。山口県の小さ
な衣料店からスタートしたユニクロは今は世
界企業です。だから堂々と年収まで新聞広告
に出して、うちの社員になりませんか？独り
勝ちです。勢いがあるユニクロです。
　こういう低迷期ですが、今なおコロナにや
られていて、ここのところはずっと苦しい₂
年間が続いています。イベントもなくなり、
すべてのものが閉塞感をもっている状況に
なってきました。そこでも何とかわれわれも
読者の方、県民の方に元気になっていただき
たいと思って、広告も企画ものもやっていま
す。2020年春に最初の波が来たときに、桜祭
りが軒並み中止になりました。去年も軒並み
中止でしたが、その時に新聞の見開きを使っ
て、せめて家の中でお花見しましょうという
ことで、企業の広告は小さい文字しか入って
いないのですが、企業に協力いただきました。
左側のＱＲコードを読み取ると動画で県内の
桜の名所がドローンで見れるような映像を入
れて、これを新聞に掲載させていただきまし
た。たいへん好評でおはがきもたくさんいた
だきました。本当に救われた思いでした。
　花火大会も軒並み中止になりました。青森
のねぶたの最終日の花火大会ですが、これも
中止になりました。たまたま前年にドローン
で空の上の方から花火の映像を撮ったので、
この年は皆さんにそれを見ていただこうとい
うことで、右側のＱＲコードを読んでいただ
くとその映像が出るという仕掛けでやらせて
いただきました。これもたいへん反響があり

ました。こういうふうにして皆さんにお伝え
していかないと、このコロナの閉塞感はどう
にもならないというところから生まれた新聞
の広告です。
　古い話になりますが、これは草創期という
ことで言うと、わたし共は今年創刊134年目
になります。東奥日報の創刊紙面は表裏だけ
の新聞でしたが、この時から実は新聞広告は
載っています。最初の東奥日報の広告はたっ
た二行の広告で、出した方は源

みなもと

晟
あきら

さん、八戸
市の偉人ということで八戸市のHPにも出て
います。わたし共の人名辞典にも出ています。
わたしは調べるまで不勉強でこの方を知りま
せんでした。衆議院議員もやられた方。元々
は八戸藩の藩士の子息で東京に遊学して戻っ
て、その後衆議院議員に当選。
　源晟さんの出した広告の内容は「酒は百薬
の長なれば 無病のあきら用いるところなく
よって今より禁酒す」要は禁酒宣言の広告
だったんです。たぶん源晟さんは東奥日報の
創刊のときの有志のお名前がありますので、
おそらく創刊に携わった方だったと思います。
創刊当時お金もなかったのでしょう。広告で
お金を出して支えようという気概にあふれた
方だったと思います。自分一人で何も広告す
る内容は何があるか、おそらく考えたんじゃ
ないでしょうか。それでなかなかウィットに
富んだ内容ですが、要するに「お酒は百薬の
長といわれるけれど、薬というのは病気の人
が使うもので、わたしは元気だから薬を使う
必要はない。だからお酒は飲まない。」とい
うロジックです。たいへんおもしろい広告だ
と思って、今日紹介させていただきました。
　今こういう個人で出す広告はパーソナルア
ドといって、やります。ぜひ皆さんも新聞広
告で禁酒など宣言したいと思う方はぜひ一回
新聞広告で宣言してはいかがでしょうか、と
いう提案です。
　きょうの結論ですが、新聞広告は時代を映
し、記録に残る媒体です。今後とも末永く新
聞広告をお使いいただければと思って、きょ
うの卓話とさせていただきます。

― ₅ ―


